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論文は， 5 部12章からなっている。まず第 1 部において本研究の意義と研究方法を述べ，第 2 部に
わいて，これまでの完全習得学習に関する理論すなわちキャロル (Carroll ，J. B. ) ，ブルーム( Bloom, 










2) ついで次の単元， 「ひき算(2)J について，同様に a) レディネス・テスト， b) 第 1 次診断テス






3) つぎに，第 5 学年の教材で、，誤答の比較的多い「文字と式」の文章題の領域について，同じよう
な考え方により，診断と治療の教材システムを開発し，実験群と統制群に分けて実験授業を行ない，
文章題のような領域でもこの診断・治療システムの有効性を立証した。




送られ，これをモデルとして，第 3 学年の「わり算」と第 5 学年の図形の教材について，ほぼ同様
な診断・治療システムが作成され 実施された。結果は平素その学校で実施される評価水準よりも
一般的に高いものであった。














業システムが妥当なものであることを立証した。さらに 小学校 6 年の単元についても同様な授業シ
ステムを設計し，参加した児童 406 人のうち， 85%以上の者が90%以上の習得水準に達し得ることを
立証した。
この研究論文の特色は 教授一学習システムの最適化の手続きを 具体的な実践の場で確立しよう
とし，その成果を検証したところにある。しかしその実験のデザインについては，なおその限界と制
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約条件を明確にしたうえでの記述が必要と思われる。また，学級内の教師と児童の人間関係に眼を向
けている点については評価されるが，この点は今後の研究をまつべきものがある。
上述のとおり，本研究は完全習得を目指した授業のシステム化の確立に寄与したものといえる。よ
って本論文は博士学位論文として，その水準に達しているものと認める。
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